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た新たな労瘵患者像を付け加えていく．安定した

社会経済と豊かな都市生活の展開は，社会階層の

固定化と消費生活の拡大をもたらし，ストレス社

会を出現させた．日本近世史研究は，元禄期の京

都洛中の自殺率が，現代日本のそれに匹敵するこ

とを明らかにしている．そのような社会状況のも

と，労瘵は気の消耗＝「気虚」によってもたらさ

れるだけでなく，ストレスによる気の滞り＝「気

鬱」がもたらす時代病としても注目されるように

なる．「気鬱」は，早期の治療を怠って重症化さ

せると労瘵に進む，と考えられた．

元禄期の医学書は，「気鬱」の直接的原因とし

て，男性の場合は武士や町人の職場における人間

関係や経済活動を，女性の場合は，庶民に至るま

での「家」の成立を背景に舅・姑・夫に気に入ら

れない嫁の精神的抑圧や，家庭内に閉じ込められ

た未婚女性・寡婦の性的欲求不満を強調する．中

国医学では「気虚」に結びつけられたことがらが，

日本では「気鬱」と結びつけられるようになった

のである．治療は気の鬱滞を取り除くことであり

（「順気」），薬や鍼灸のほか，性的欲求不満解消の

ために早期の婚姻も有効とされた．

このような状況の中で，浮世草子に「気鬱」「気

病み」という言葉が頻出するようになる．元禄期

に医学的知が一般大衆へ広がることは先行研究が

指摘するところだが，人びとは医学的概念である

「気鬱」を日常生活の中で意識するだけでなく，

現実に“労瘵症候群”とでも呼ぶべき労瘵様の症

状を日常的に訴え始める．

ことに女性は男性よりも精神的に未熟であるた

め，「気鬱」の症になりやすいとみなされた．若

い女性が，街角や寺社でふと見かけた美男への恋

慕の情に身を焦がし，病の床に臥す，場合によっ

ては死に至る，という浮世草子などにおけるあり

ふれたモチーフ，すなわち「恋の病」としての労

瘵がこうして成立する．その背景には，女性に対

する当時の医学の身体観・病気観の広がりと定着

を指摘することができよう．
（平成 24年 12月例会）
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